
【2023年度春学期 特別授業料免除】 【急変様式１】

2023年　　⽉

2023年　　⽉

2023年　　⽉

直近３ヶ⽉合計

[大学使用欄]※記入しないでください

４.家計急変の内容
（事情をできるだけ詳細に記⼊してください。）

２.家計急変事由があった者の⽒名・本⼈との続柄
（例　⽒名︓横浜 ⼀郎／続柄︓⽗）
　※複数名記⼊可

⽒名︓　　　／続柄︓

１.家計急変の要件
　※複数選択可

0

給与収⼊以外の所得が減少した場合は、直近（2023年1⽉以降）３ヶ⽉分の売上⾼、必要経費、所得⾦額を下表に記⼊してください。

所得⾦額
（収⼊⾦額－経費）

0 0

家計急変申告書（⽇本⼈学⽣⽤）

学部／⼤学院名

下記 ①②のいずれかに該当する世帯の⽅は、その他の申請書類とあわせて、本申告書に必要事項を記⼊して提出してください。

　①国や地⽅公共団体が、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤による収⼊減少があった者等を⽀援対象として実施する公的⽀援の受給世帯
　②事由発⽣後の⽣計維持者全体の所得が、2019年、2020年、2021年もしくは2022年の所得と⽐較し1/2以下となっている世帯

なお、この書⾯上には事実を隠すことなく記⼊してください。もし内容に虚偽があった場合は審査の対象から除外されたり、免除の許可が取り消しされることがあります。

収⼊（売上等）⾦額

学籍番号

⽒名

【申請者同意欄】
私は、2023年度春学期の家計急変による授業料免除の申請内容について、下記のとおり同意します。
（下記の内容について同意のうえで、□に✓を付けてください。）

必要経費

３.減少した所得の収⼊形態
　※複数選択可

Second FirstFinal

不足書類提出期限：　　　　　　　月　　　　　　日まで

公的支援 2019,2020,2021,2022比1/2 通常の免除申請 Final

新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤による収⼊減少があった者等を⽀援対象として実施する公的⽀援を受けた
（公的⽀援の制度名称︓ ）

事由発⽣後の⽣計維持者全体の所得が、2019年、2020年、2021年もしくは2022年の所得と⽐較し1/2以下となった
（家計急変前の年︓2019年・2020年・2021年・2022年）←該当する年に をしてください。
※公的⽀援の受給世帯ではない場合、上記で選択した年の所得証明書を追加提出いただく場合があります。

給与収⼊（下記のいずれかの書類をあわせて提出してください）
・直近（2023年1⽉以降）の給与明細3ヶ⽉分のコピー
・【急変様式４】年収⾒込証明書

給与収⼊以外（個⼈事業主等）（下表に必要事項を記⼊のうえ、下記の書類をあわせて提出してください）
・直近（2023年1⽉以降）の所得等を⽰す書類（収⼊から必要経費を差し引いた所得額を確認できるもの。例︓⽉次試算
表、売上帳簿等）３ヶ⽉分のコピー

※休業・廃業等による収⼊減少の場合は、その事実が確認できる書類のコピーも提出してください。

申請の内容に虚偽があった場合、免除申請は取り消しとなり、免除が許可されていた場合は、減免額の⽀払いを求められることに同意します。


